
人

中京商の名将、瀧正男さんが野球殿堂入り

飾り巻き寿司のインストラクター 谷本歩さん（44）・梅森台
たにもと あゆみ

日
進
、
名
古
屋
市
を
中
心
に
教
室

の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
、
子
ど
も
会
の
集

ま
り
な
ど
に
出
張
し
な
が
ら
、
飾
り

巻
き
寿
司
の
楽
し
さ
を
教
え
て
い
る
。

日
進
の
魅
力
を
体
感
す
る
た
め
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
ぐ
る
ぐ
る
N
I
S
S
H
I
N

ま
ち
ミ
ル
博
覧
会
」
に
も
参
加
し
、

昨
年
あ
っ
た
「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」
と

「
ト
ナ
カ
イ
」
の
巻
き
寿
司
体
験
が
人

気
を
集
め
た
。

レ
シ
ピ
は
１
０
０
種
類
を
超
え
る
。

基
本
的
な
花
か
ら
、
手
の
込
ん
だ
日

本
伝
統
の
古
典
柄
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、

動
物
ま
で
。
酢
飯
を
ベ
ー
ス
に
魚
肉

ソ
ー
セ
ー
ジ
や
だ
て
巻
き
、か
ま
ぼ
こ
、

チ
ー
ズ
な
ど
身
近
な
食
材
の
色
を
生

か
し
て
、
の
り
で
巻
き
上
げ
る
。「
輪

切
り
し
て
絵
柄
が
現
れ
た
時
の
感
動

が
た
ま
り
ま
せ
ん
」
と
魅
力
を
語
る
。

２
人
の
子
ど
も
を
育
て
な
が
ら
、
平

日
は
郵
便
局
で
働
く
。
２
年
前
ま
で
小

中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
母
代
を
務
め
た
経

験
が
活
動
の
幅
を
広
げ
た
。
母
親
同
士

の
交
流
か
ら
多
く
の
価
値
観
を
学
び
、

「
女
性
と
し
て
自
分
の
位
置
を
確
立
し

た
い
」
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
飾
り
巻

き
寿
司
の
存
在
を
知
っ
た
。「
こ
れ
だ
。

こ
れ
を
私
も
や
っ
て
み
た
い
」。
熱
い

思
い
を
持
っ
て
、
資
格
を
取
得
し
た
。

そ
ん
な
自
分
の
体
験
を
も
と
に
、

に
ぎ
わ
い
交
流
館
で
知
り
合
っ
た
有

志
と
共
に
昨
年
９
月
、
女
性
が
輝
く

場
作
り
を
応
援
す
る
団
体
「
ｍ
ａ
ｍ
ａ

―

Ｓ
―
（
マ
マ
エ
ス
）」
を
設
立
し
た
。

結
婚
や
出
産
な
ど
で
仕
事
を
離
れ
た

母
親
ら
が
技
能
を
発
揮
で
き
る
場
と

し
て
、
に
ぎ
わ
い
交
流
館
で
12
月
、
初

の
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
約
４
０
０
人
も

の
親
子
ら
が
訪
れ
た
。「
子
育
て
世
代

の
目
線
で
人
同
士
を
つ
な
げ
る
助
け

に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」

神
戸
市
出
身
。
母
子
家
庭
に
育
ち
、

「
幼
い
頃
、
授
業
参
観
日
で
寂
し
い
思

い
を
し
た
」
と
そ
っ
と
明
か
す
。
し
か

し
、
い
い
思
い
出
も
あ
る
。「
誕
生
日

や
イ
ベ
ン
ト
の
時
、
母
は
決
ま
っ
て
巻

き
寿
司
を
作
っ
て
く
れ
た
。
飾
り
が
な

く
て
も
私
に
と
っ
て
最
高
の
ご
馳
走
で

し
た
。
今
子
ど
も
た
ち
の
近
く
に
い
ら

れ
る
こ
と
が
幸
せ
で
す
」

も
う
す
ぐ
桃
の
節
句
。
ひ
な
祭
り

を
飾
り
巻
き
寿
司
で
華
や
か
に
祝
っ

て
み
て
は
い
か
が
か
。（
広
）

  

今年の野球殿堂入りが１月 15 日、
東京都の野球殿堂博物館で発表され、
アマ球界が対象の特別表彰で、中京
商（現中京大中京高）で選手や監督と
して活躍された日進市藤塚の故・瀧正
男氏（享年 90）が選出されました。

通知式に瀧氏の長男で中京大教授
の克己氏が出席し、「父の殿堂入りは
家族の喜びです。野球が大好きで他
の趣味はなかった。皆さんのおかげで
この上なく幸せな人生を送らせていた
だいたと思います」と感謝の言葉を述
べました。

瀧氏は１９２１年９月８日、一宮市生
まれ。37 年夏の甲子園大会の優勝メ
ンバーで、翌 38 年春の大会では捕手
として連覇に貢献しました。戦後、母
校の指導者に就任し、54 年夏と 56
年春の大会で全国制覇を果たしまし
た。中京大でも31年間にわたり部長・
監督を務め、70 年には東海勢で初め
て全日本大学野球選手権を制覇。愛
知大学野球リーグ戦では 11 季連続を
含む 28 回もの優勝を成し遂げ、多く
の指導者を育てるなどアマチュア野球
界の発展に尽くしました。

■子ども会にも貢献■
瀧氏は 60 代半ばだった 86 年、当

時の日進町子ども会連絡協議会会長
に就任し、会長・顧問を 16 年間務め
ました。

当時、活動を共にした米野木町の
鈴木宏さん（77）は、瀧氏について「人
当たりも面倒見もよく、人を引き付け
る魅力のある方。甲子園の野球解説
で忙しくても、町の子ども会をリードし
てくださった。新聞で『殿堂入り』の
活字を見てうれしかった」と笑顔で語
りました。

⬅前列左から松井秀喜氏
の父・昌雄氏、金本知憲
氏、斉藤惇理事長、原辰
徳氏、瀧氏の長男・克己
氏、後列左から山本浩二
氏、金田正一氏、瀧氏の
次男・健二氏、大藤敏行氏
（公益財団法人　野球殿
堂博物館提供）

⬆野球殿堂入りした瀧正男氏

⬆ひな祭りをイメージした谷本さんの作品

谷本さんの
インスタグラム

防犯かわら版

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
し
が
奏
功

立体的なパトロール定着 五色園区

下校児童を見守るメンバー＝米野木町小廻間で

米
野
木
区
自
主
防
犯
委
員
会

第
22
話

吹
く
風
に
冷
た
さ
を
感
じ
る
２

月
の
午
後
、
東
小
学
校
か
ら
南
に

進
ん
だ
横
断
歩
道
で
、
米
野
木
区

自
主
防
犯
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が

下
校
児
童
を
出
迎
え
た
。「
お
帰
り
。

気
を
付
け
て
ね
」。
雪
こ
そ
な
い
が
、

青
空
と
一
面
に
広
が
る
冬
田
は
、

児
童
た
ち
に
と
っ
て
最
高
の
古
里

の
風
景
だ
。

児
童
た
ち
が
横
断
歩
道
を
渡
り

終
え
る
と
、
メ
ン
バ
ー
は
す
ぐ
さ

ま
車
で
東
名
高
速
道
路
の
側
道
へ

移
動
し
て
、
見
守
り
を
続
け
た
。

幹
線
道
路
か
ら
入
っ
た
道
は
昼
で

も
車
が
よ
く
走
り
、「
で
き
れ
ば
毎

日
立
っ
て
あ
げ
た
い
」
と
委
員
長
の

武
田
初
明
さ
ん
（
63
）＝
同
町
仲
田

＝
は
話
す
。

同
会
は
２
０
１
２
年
6
月
、
区

の
役
員
ら
の
呼
び
掛
け
で
設
立
し

た
。
警
察
Ｏ
Ｂ
の
住
民
や
地
元
老

人
ク
ラ
ブ
「
青
老
会
」
の
協
力
で
約

25
人
が
所
属
す
る
。
活
動
は
青
色

パ
ト
ロ
ー
ル
と
児
童
の
見
守
り
の
二

本
立
て
。
青
パ
ト
は
市
の
車
を
使
っ

て
週
２
回
行
い
、
約
３
時
間
か
け
て

30
キ
ロ
近
い
距
離
を
回
る
。
巡
回
中

に
同
小
の
通
学
路
に
立
ち
寄
り
、
児

童
を
見
守
っ
て
い
る
。

地
区
で
は
こ
こ
数
年
米
野
木
駅

前
の
開
発
が
進
み
、
米
野
木
台
の
街

も
誕
生
し
た
。
普
段
の
活
動
は
２
人

１
組
。
広
い
地
域
を
カ
バ
ー
す
る
に

は
少
な
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、
メ
ン

バ
ー
の
個
性
と
勘
を
頼
り
に
「
あ
え

て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
ら
な
い
」。
天

白
川
の
景
色
の
陰
で
捨
て
ら
れ
る

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
、
農
道
や
愛
知

用
水
付
近
の
抜
け
道
、
神
社
の
賽

銭
泥
棒
な
ど
、
ど
こ
を
監
視
す
る
か

は
自
由
。
米
野
木
台
に
住
む
石
野

憲
男
さ
ん
（
67
）
は
「
子
ど
も
が
多

い
の
で
歩
道
の
カ
ラ
ー
舗
装
は
あ

り
が
た
い
。
標
識
や
表
示
が
増
え

れ
ば
」
と
願
う
。
同
町
丸
山
の
武
田

清
さ
ん
（
71
）、
同
町
北
山
の
武
田

保
さ
ん
（
70
）
は
「
大
雨
で
天
白
川

が
氾
濫
し
て
も
い
か
ん
。
そ
れ
ぞ

れ
気
に
な
る
所
も
違
い
目
線
が
役

立
っ
て
い
る
」
と
強
調
す
る
。

同
会
は
昨
年
、
豊
田
信
用
金
庫

と
愛
知
署
と
共
催
し
て
振
り
込
め

詐
欺
の
被
害
防
止
講
座
を
開
い
た
。

地
区
の
高
齢
者
ら
が
実
際
に
Ａ
Ｔ

Ｍ
を
使
っ
て
具
体
的
な
手
口
と
対

策
を
学
び
、
大
き
な
意
識
付
け
に

な
っ
た
。
新
年
度
、
地
区
の
家
庭

に
防
犯
用
の
ラ
ミ
ネ
ー
ト
板
を
配

布
す
る
計
画
も
あ
る
。「
防
犯
も
防

災
も
全
住
民
が
同
じ
気
持
ち
で
や

ら
な
い
と
。
隣
近
所
で
情
報
を
伝

え
合
い
、
四
方
八
方
に
目
を
光
ら

せ
た
い
」。
頼
も
し
い
メ
ン
バ
ー
が

地
域
を
引
っ
張
る
。（
広
）

今年度の住宅侵入盗、車両盗難「ゼロ」を目標に掲げる五
色園区が達成を迎えようとしている。県の地域自主防犯活動
活発化促進事業の委託を受け、防犯体制を強化。見守り隊を
新編成し、犬連れの散歩やウォーキング時のパトロールのほ
か、「ゼロの日」の安全運転呼びかけに住民総ぐるみで力を入
れている。オレンジ色のベストを新調し、あいさつ・声かけ運
動も展開。高橋佑輔区長は「皆さんの防犯意識が格段に向上
しています。継続して素晴らしい五色園区にしたい」。

青パトで巡回
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